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3）PDCAサイクルに基づくSDGs経営導入の進め方（その9）

手順その9は、経営リスク評価と対応案の検討です。リスクの特定の面では、リスクをどうやって事前
に特定しておくかが重要です。例えば医療でいうと、「全ての人の医療ニーズに基づき優れた医師・看護
師による医療サービスが提供できる」というサービス視点に対し、「全ての人の医療ニーズを収集・分析
できない」というリスクがあります。「全ての人に病院情報が伝わっていない」というリスクも考えられ
ます。今回は「新型コロナ患者が増えて、来院者が減っている」という、要するに予測していないリスク
が発生したわけです。

経営リスクは病院経営にとっては影響大です。今回、病院経営ということで話していますが、医療サー
ビス関連事業者にとっても同じような視点でリスクを特定して、大きなリスクに関してはリスクの予防
策、それから起こった場合の対応策を事前に策定しておきます。リスクマネジメントは、事前に対応して
おくところがポイントになります。

3）PDCAサイクルに基づくSDGs経営導入の進め方（その10）

手順その10は、SDGs経営戦略目標の策定です。SWOT分析で明らかにした重要成功要因実現のため
のKGI（ゴール目標）とKPI（経過目標）を設定します。このプロセス体系はバランス・スコアカードの並び
方をしています。ポイントは、KGIとKPIを数値化し、実行項目を事前策定していることではないかと思
います。

何年後にどんなCFSを実現したいのか、これを実現するためにはKGIとKPIで定期的に確認します。
KPIでは、経過的な1年後はどうなってほしい、2年後はどうするのか、3年後はどうするのか、4年後はど
うするのかを具体的な数値をチェック指標として入れておきます。

病院の戦略目標の策定では、スコアを実現するためのKGIとKPIの指標と目標値および実行項目と担当
部門を明らかにするのがポイントです。
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3）PDCAサイクルに基づくSDGs経営導入の進め方（その11）

手順その11は、SDGs経営実行体制の構築です。実行体制はプロジェクトチームでやっていくことが
ポイントになります。プロジェクトチームでは、全部門の関係者が参画し、そこをプロジェクトマネ
ジャーが統括します。その上に、トップをプロジェクトリーダーとして配置し、ガバナンス的な意味合い
で、号令を出すという組織です。

そのプロジェクトチームに対し、医業経営コンサルタントやITコーディネーターなどの専門家がサ
ポートとして入るという枠組みです。あとは、いつまでに何をどうするのか具体的な達成スケジュール
をはっきりさせて、プロジェクト予算を設定するとSDGs経営導入ステップが完成です。
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3）PDCAサイクルに基づくSDGs経営導入の進め方（その12）

手順その12は、SDGs経営アクションプランの策定とモニタリング＆コントロールです。アクション
プランのモニタリングでは、KPIのモニタリングと目標未達の要因分析と対策案の事前検討がポイント
です。

4）医療関連サービス企業の「SDGs経営」導入ステップ

以上のようなSDGs経営導入プロセスをもう一度整理すると、今日はSDGsの17ゴールと169ターゲッ
トの理解ということで、少しお話しさせていただきました。

皆さんは、病院から見ると、サプライチェーンの1つの関係先になるのではないかと思います。そういっ
た意味合いで、病院を含む自社の課題、SDGs経営やサイバーセキュリティー経営を含めて、自社の課題
認識をまずステップ1でやる必要があると思います。

ステップ2では、クロスSWOT分析、それから内部環境分析、外部環境分析を踏まえた経営戦略と重要
成功要因の策定です。

ステップ3は経営ビジョン、ビジネスモデル、重要なのはリスク分析を事前にやっておくことです。も
う1つは収支シミュレーションを事前にやっておくことが組織の持続可能性を担保するには重要ではな
いかと思います。

さらにもう1つ、ブレーク・イーブン・ポイント（BEP）分析です。つまり固定費と変動費を明確にして
おいて、BEPの売上高と達成時期を明らかにすることがポイントです。

昨今ではBEPの達成時期は、非常に短くなっています。かつては中期経営計画でも、5年ぐらいで何と
かなればいいということがあったと思うのですが、昨今はやはり2年とか3年とか、中期経営計画がかな
り短縮される傾向があります。やはりBEPの売り上げと達成期間を事前に明確にしておくことが重要で
はないかと思います。

ステップ4は、自社のKGI、KPIの策定と評価です。先ほど言った評価指標です。今までいろいろな企業、
病院などを見てきて感じるのは、自社で内部評価している組織は少ないと思います。特に病院は、安全管
理委員会などの設置が義務付けられていますが、その運営全体は、第三者的に見ていて、リスクマネジメ
ントが行われていないというのが、実態ではないかと思われます。

皆さんの場合は、そういう病院とお付き合いするわけなので、先ほど来、お話をさせていただいた内部
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監査的な視点で、自己チェックできる組織と人材の育成は、重要ではないかと思います。
私は、第三者として外部監査の仕事で、第三者評価、あるいはシステム監査もやっています。そういう

視点で見ると、病院の安全管理対策、サイバーセキュリティー対策などは、ほとんどできていないのが実
態ではないかと思われます。ぜひ皆さんも病院のサプライチェーンとして、1つモデル的なものを作って、
皆さんのお付き合いのある医療機関等々とのコミュニケーションの中で、付加価値提案を行うことに
よって、皆さんの企業サービスがもっと広がる可能性があるのではないかと思います。いわゆるピンチ
をチャンスに変えるというのでしょうか。そういうしたたかな戦略も重要ではないかと思います。

最後のステップ5は、自社の中長期計画、PDCAサイクルに基づくモニタリング＆コントロールです。
これは、先程来繰り返している、達成度評価、要因分析、対策検討です。PDCAは最低年1回、回すという
ことになりますが、やはり企業、あるいは組織の存在意義は、持続していくことです。しかし、存続して
いくためには現状のやり方がそのままでぐるぐる回っていればいいという話ではありません。やはり環
境が常に変化している、それから相対する競合もレベルアップしていますので、自社のマネジメントス
キルもスパイラルアップしなければいけません。本日はPDCAサイクルに基づくSDGs経営導入という話
をしましたが、つまりあらゆる組織が、モニタリング＆コントロールによりスパイラルアップしていか
なければ、自社のサービスの持続的成長は実現できないのではないでしょうか。

あと5分ぐらい予定時間が余っているので、先ほど飛ばしたところに少し戻らせていただきます。
先ほど、ブラジルでやっているVERSTAのジュサラ椰子アグロフォレストリーの課題と対応策につい

て、皆さんの資料には入っていませんが、追加資料で説明させていただきます。
先ほども話したように、われわれの支援地は、ユネスコの世界自然遺産認定地であるブラジルの大西

洋沿岸林です。その沿岸林の原生種であるジュサラ椰子はブラジル政府の絶滅危惧種に認定されていま
す。これを推進していくためには、われわれの活動自体の認知度の向上が必要です。

違法伐採は現地の問題なので、現地でどうにかしていただかなければ解決しない部分もありますが、
われわれは現地の小・中学校を対象にAF環境学習をやっています。子供たちから大人たちへ違法伐採は
止めてAF栽培をするよう伝えて成果が出ています。この成果を継続していくことが重要ではないかと思
います。

先ほどブラジル南西部のリベイラ河流域、レジストロ市など、日本移民が最初に行った場所というこ
とで紹介しました。そこで日本移民が最初に作ったものが、日本のお茶です。お茶の木は同じ木でも、栽
培、収穫の時期をずらすことによって、紅茶になったり、緑茶になったりするのです。
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日本人が植えた茶木が放置された状態で、お茶畑として残っています。茶木はかなり背が高くなって、
一番高いもので、5 ～ 6メーターぐらいの太い幹になって、大木になっているお茶畑があります。それが
5,000haも耕作放置された状態で残っています。それはもったいないので、われわれのAF手法を入れて、
再生しようという取り組みを今、新しいチャレンジとしてやっています。

しかし、お茶自体を日本の若い人もなかなか飲まなくなっています。現在、世界マーケットで見ると、
日本料理、並びに日本酒が結構ブームになっています。アメリカでは、白ワインなどよりも日本酒のほう
が販売量が多くなる逆転現象になっています。そのブームに合わせて、日本のお茶をジュサラ椰子AFで
再生という方法論もあるのではないかと思っています。これが１点目の課題です。

そして課題はもう1点あります。
ジュサラ椰子はブラジル大西洋沿岸林原産なのですが、ブラジルフルーツの中で、アンチエイジング

成分がトップであることが、ブラジルの大学研究者の研究によって、10年前から発表されていて、周知
の事実になっています。

加えて、イエローフレボイノドというホルモン促進成分もブラジルフルーツのトップです。今日、女性
の方も参加されていますが、女性のホルモン促進に役立ち、美容に効きます。これらのジュサラ椰子果実
の栄養成分を活かして、付加価値の高い商品開発を日本のメーカーと一緒に組もうと思っています。実
は中国からやりたいと手が挙がっているのです。しかしわれわれとしては中国は少し待たせておいて、
日本企業と何とか実現したいのです。

という課題をお話をさせていただきつつ、本日の締めにさせていただきたいと思います。これまでも
日本企業とある程度のところまでは進めて来ているのですが、なかなか最後の製品開発のところまでは
届いていません。

最後までお付き合いいただいてありがとうございます。われわれVERSTAの会員は今、20名ほどいて、
企業会員は2社です。われわれは政府系や民間企業の助成金や、わずかな会費の中でやっています。

もう1つのお願いは、ぜひSDGs経営の第一歩ということで、われわれVERSTAの賛助会員などになっ
ていただきたいと思ってます。VERSTAの賛助会員になれば、皆さんもSDGsを実践していますと堂々

最後に一言
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と言えます。どこで何をやっているのかは、私が本日紹介したように言えます。さらに、皆さんがSDGs
経営を導入し、新たな事業ドメインを設定して、先ほども紹介させていただいたようなステップで、ブ
レークダウンしていただければ、さらなる付加価値向上につながるのではないかと考えます。

私たちのNPO法人VERSTAのホームページを開くと、賛助会員の申込書などもちろん付いていますの
で、ぜひご検討していただければ幸いです。

本日はSDGs経営導入のお話をさせていただき、皆さんの医療関連サービスをますます発展させるとい
う観点でお話をさせていただきました。また何なりとヘルプをさせていただければ幸いです。

この後、何かご質問がありましたら、回答させていただければと思います。長時間、ご清聴いただき、
ありがとうございました。

《会場からの質疑応答》

＜質問者＞
伺いたいのは、SDGsは、ISOと違って、例えば認証が客観的になされるものなのか、それとも「うちは

こういうことをやっている」と、言った者勝ちなのですか。その点を少し教えていただければと思います。
＜小野瀬講師＞

ご質問をありがとうございます。日本でも一部の検定組織で、知識ベースと思いますが、SDGs検定な
どはスタートはしているようです。

ただ私が冒頭、説明したように、SDGsの中身を見ると、ゴールも、ターゲットも、企業ではなかなか
取り組みにくい内容になっています。もともと国や自治体などの組織の取組み課題や手段として設定さ
れている形ですので、ご質問のISOを含めて、認証システムにはないようです。

先ほど紹介させていただいた、SDGs経営というやり方を導入すると、環境省ガイドラインのPDCAサ
イクルによるSDGs経営になります。本日は、SDGs活用法をお話しさせていただきましたが、例として私
が先ほど話したようなやり方でSDGs経営システムを構築すれば、皆さんの会社の持続的な成長には結び
付いていくのではないかと思います。

資格うんぬんや、検定うんぬんではなく、自社自体、組織自体のスキルアップ、あるいはレベルアップ
につながるようなやり方ということで、今日はSDGs経営をご紹介させていただきました。


